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施設名

演題名 自然な排便を目指そう

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

定期下剤を内服しても、便秘傾向にあるご利用者に、頓用の下剤内服やレシカル挿肛・摘便をした結果、腹痛
や食欲低下・下痢・便失禁がみられている。

分類

チーム名

活動回数

リーダー名
（職種）

活動期間

14 回

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

発表者（職種）

（指   標）臨時的な処置をせず、定期内服薬のみで排便がみられる事とする

（目標値）１０月末までに便秘の処置を０回にする

①トイレ介助時に、腹圧をかけるよう声掛けをする
②フロアでの体操（介護職員）、リハビリでの体操（リハビリ職員）
③食物繊維を添加（基準値プラス1ｇ）
④下剤の調整

（実施前）ご利用者Ａさん：便秘処置回数５回
　　　　　　ご利用者Ｂさん：便日処置回数３回

（実施後）ご利用者Ａさん：便秘処置回数０回
　　　　　　ご利用者Ｂさん：便日処置回数１回

・ご利用者さんの排便への意識を持たせ、腹圧を高める声掛け、職員意識の向上
・介護職員による腹圧を高める為の体操
・リハビリ職員による全身活動量を高める為の体操
・適切な下剤を提供するため月に1回、定期的に見直しを行う

奥村
おくむら

　美幸
みゆき

　（ ケアワーカー ）ライフサポートひなた

①診断・治療･ケアの質の向上をめざすもの

①診療部門

平成 29 年 5 月 ～ 12 月

取り組種別 問題解決型

奥村　美幸　（ ケアワーカー ）

奥村　美幸 ケアワーカー

ケアワーカー

調理師藤重　真理子

西山　瑠奈 調理師

チームスッキリ

②複数の職場が連携した活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動 松井　未沙
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【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】
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【対策の立案と実施】

【効果の確認】
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【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】


